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  平成 27 年度 

ニシキゴイの穴あき病対策における簡易隔離および市販抗菌剤の塗布の有効性 

［要約］１．穴あき病感染魚と非感染魚を網で仕切りをして、互いの接触を防ぐ簡易隔離

により、穴あき病の感染を抑制できる。  

２．穴あき病患部に市販の抗菌剤軟膏を塗布することで治療することができる。  
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［背景・ねらい］  

穴あき病は、ニシキゴイ生産者や愛好家に大きな被害を与える細菌性疾病であり、生産

性の低下や需要減少の一因となっている。一方、本病は症状を示していない保菌魚の有効

な検査方法がなく、外部からの魚の導入時に施設内への侵入を防ぐことが難しい。本研究

では、本病への対策の一環として、簡易に行える予防・治療法の検討を行った。  

 

［成果の内容・特徴］  

１ 穴あき病に感染させたニシキゴイと、感染させていないニシキゴイを、網で仕切って

同一水槽に同居させた結果、仕切らずに同居させたものと比べて、死亡数が有意に少な

く、感染が抑制された。 

 

２ 穴あき病発症個体に麻酔をかけ、市販の抗菌剤軟膏（テラマイシン軟膏）を、1 日 1

回 14 日間患部に塗布したところ、患部の治癒が観察された。  

 

 

［成果の活用面・留意点］  

１ 新しく購入した魚を自家魚と同じ池に入れる場合に、網などで分けておくことにより、

新しく入れた魚が保菌していても、感染の拡大を抑制することができる。また、重症魚

と軽症魚を隔離することで、軽症魚の治療をより有効に行える。  

２ 方法や薬剤の入手が簡易であり、愛好家が容易に行えるため、購入時の不安要素が軽

減され、需要拡大に寄与する。ただし、手間がかかるため、養鯉業者の当才魚など、大

量に飼育している場合の治療法としては不向きである。また、菌株の薬剤感受性により

十分な効果が認められない場合がある。  

 

 

 



 

［具体的データ］  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 隔離による生残率の比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 塗布試験生残率  

 

［その他］  

研究課題名：穴あき病対策試験(魚病対策事業) 
予算区分：国補経常  

研究期間：平成 25～26 年度 

発表論文等：なし  
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